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本資料翻訳は、1880（明治 13）年に刊行された W. E. L. Keeling 編纂による Tour-
ists’ Guide（以下 TG）の序文、京都（奈良を含む）、琵琶湖の記述部分のみを英語か
ら日本語に訳したものである。TG は明治維新後初の、英国人によって日本で出版さ
れた、日本観光ガイドブックである。本翻訳は、‘Tourists’ guide to Yokohama, Tokio,
Hakone, Fujiyama, Kamakura, Yokoska, Kanozan, Narita, Nikko, Kioto, Osaka, Etc. etc.,
together with Useful Hints, Flossary, Money, Distances, Roads, Festivals, Etc,, Etc., com-
piled by W. E. L. Keeling, MA. Tokio : 1880. Sargent : Farsari & Co., Sole Agents, Yoko-











TG の編纂者 W. E. L. Keeling については明治期の旅行記、ガイドブック等に詳し
い伊藤久子（2009）の論考にある。伊藤が示した『資料御雇外国人』の記録による
と、氏名は Keeling, Wallace Edward Lloyd、国籍は英国、職種は教師、英学化学教師、
英学教師等であった。「明治 6年当時 25歳（ユネスコ東アジア文化研究センター、
1975 : 253-254）」の来日であった。1880（明治 13）年以降のキーリングの行方につい
ては書かれていない。TG は好評を博し、表題、編纂者、出版社を変えて、1890年刊
行の改版増補第 4版 2刷 Keeling’s Guide to Japan4（以下 KG）まで確認できる。
TG の京都記述部分の魅力は、編纂者 Keeling が京都に好感をもち、京都の当時の
様子を興味深く、西洋人の主観に沿って生き生きと描いたところである。なによりも




















た。1町は約 109.09メートル、1里は 3.93キロメートル、1フィートは約 0.3048
メートル、1エーカーは 4046.856平方メートル等である。



















































合計 126里 4町（約 495.8キロメートル）
まず京都に到着したら、まっすぐに外国人用のホテル地区がある円山に入ってくだ
さい。最も快適なホテルは自由亭22と也阿弥23です。円山ではガイド（案内者24）は































































































































































































































































































































１ Massachusetts Institute of Technology.（2008）. Visualizing Cultures. ウェブサイトの
アドレスは、https : //visualizingcultures.mit.edu/gt_japan_places/tg_01.html である。
２ 京都博覧協会（1903）「京都博覧会、京都博覧協会創立の概略」『京都博覧会沿革
抜粋』。
３ 初版は Yamamoto, K.（1873）. Celebrated Places in Kiyoto & the Surrounding coun-
tries for the Foreign Visitors, Kyoto : Niwa. である。覚馬名所案内は好評のうちに
複数回改版増刷され、発行年は 1873年のままであったが、1877（明治 10）年の
鉄道開通頃には、タイトルが The Guide to the Celebrated Places in Kiyoto & the
Surrounding Places for the Foreign Visitors に変更されたことが確認されている。
小嶋正亮（2019）の論考に詳しい。
４ ‘Keeling’s Guide to Japan, Yokohama, Tokio, Hakone, Fujiyama, Kamakura, Yokoska,
Kanozan, Narita, Nikko, Kioto, Osaka, Kobe &c., &c., Together with Useful Hints,
History, Customs, Festivals Roads &c., &c., with Ten Maps, Fourth Edition, Revised
and Enlarged by A. Farsari［Second Issue］, Yokohama, A. Farsari for sale by Kelly &
Walsh Limited’ である。
５ 長坂契那（2010）はこの ‘Some good guides have already appeared in print, such as
the Guide to Yokohama, guide to Tokio, guide to Kioto, etc. ; ’ の文章から、その京
都ガイドブックとは覚馬名所案内を指している（長坂、2010 : 106）、と述べた。
６ 原文は ‘enjoy natural and artificial splendor’ である。
７ 覚馬名所案内の序文にも、海外からの参観者の方に向けて、「この小さな本（this





８ 「京都」の綴りは ‘Kioto’ であり、覚馬名所案内の ‘Kiyoto’ と異なる。
９ 原文は ‘Saikio,（Western Capital）’ である。
１０ 原文は ‘an exaggerated account of the importance and population of Kioto’ である。
１１ 原文は ‘over one million houses and two millions of inhabitants,’ である。
１２ 原文は ‘Shinto Temples’ である。
１３ 原文は ‘girls and women of pleasure’ である。




１５ 原文は ‘the Tenshi（Sons of Heaven）or Emperors’ である。












２４ 原文は ‘Guides（annisha）’ である。













２９ 原文は ‘Kioto Bazaar’ である。集産場は「京都のすべての名産品が陳列されて
人々に縦覧（青山、前掲書、106）」された場所であった。
３０ 原文は ‘the Silk Weaving Department’ である。
３１ 原文は ‘Tokio’ である。
３２ 原文は ‘“Bon”fires’ である。









３５ 原文は ‘the Torii or portal’ である。
３６ 原文は ‘the Shogun Minamoto Yorie’ である。





仁寺（2008）「建仁寺境内図」https : //www.kenninji.jp/grounds/ 最終閲覧 2020年
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４１ 原文は ‘The Daibutsu-（Great Buddha）’ である。
４２ 約 48.77 m である。




４７ 原文は ‘by the character 文（bun）’ であるが、これについては調査中である。
４８ 現在の傘亭と思われる。
４９ 原文は ‘karakasannochin’ である。
５０ 原文は ‘Senju Kuwanon（the god of one thousand hands）’ である。






















５７ 原文は ‘goddess’ である。
５８ 原文は ‘Seisuiji’ である。
５９ 原文は ‘escape from danger’ である。
６０ 記述内容から地主神社である。TG の京都記述部分の中で、はじめて ‘shrine’ と
いう語が宗教施設の神社を表す単語として使われた。現在、日本の寺が ‘tem-
ple’、神社が ‘shrine’ と区別して呼ばれる最も初期の頃だと考えられる。
６１ 原文は ‘the pieces of paper must be tied with the thumb and little finger of one hand’
である。
６２ 原文は ‘traveller’ である。
６３ 原文は ‘the Megane Bashi（Spectacle Bridge）’ である。
６４ 東福寺 善慧院（明暗寺）については、東福寺塔頭・善慧院の公式ホームページ
http : //tofukuji-zennein.com/pg65.html を参照されたい。
６５ 門跡と思われるが皇室とのつながりについては不明である。






６８ 原文は ‘SHINSENYEN-（Holy spring’s Garden）’ である。
６９ 原文は ‘the priest Keijun’ である。
７０ 原文は ‘Isanami’ である。
７１ 原文は ‘Hono Musibi Mikoto’ である。
７２ （ ）内の原文は ‘Silk Hat Mountain’ である。
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ページ内のコラムによると「当時の 1銭が現在の 200円の価値と同じ（https : //
magazine.tr.mufg.jp/90086# 最終閲覧 2020年 9月 7日）」としている。そうすると
金閣寺拝観料は約 500円である。
７５ （ ）内の原文は ‘who expects a trifling fee’ である。
７６ 原文は ‘Shinto temple’ であり、現在一般的に神社を指す ‘shrine’ ではない。
７７ 原文は ‘horse races, called Keba’ である。
７８ 天皇については原文では ‘tenno’ である。
７９ 後の清和天皇である。
８０ （ ）内の原文は ‘Silver-covered Temple’ である。
８１ 原文は ‘monastery’ である。
８２ 約 45.7メートルである。








９０ 原文は ‘A resident of Kioto tells the compiler that’ である。京都在住の日本人か在
住西洋人であるかは不明であるが興味深い。この部分は KG では削除されてい
る。
９１ 原文は ‘Obaba（Race Course）である。’
９２ 原文は ‘looking-glass’ である。




９５ 原文は ‘The Rapids’ である。保津川遊船企業組合（n.d.）によると、この保津川
下りは「明治の 28年頃から、遊船として観光客を乗せた川下りがはじまった」




９６ 亀山は現在の亀岡である。（ ）内の原文は ‘Tortoise Mountain’ である。
９７ （ ）内の原文は ‘Wild Mountain’ である。
９８ 原文は ‘coolie’ である。
９９ 約 12.2メートルである。
１００ 約 2.1から 2.4メートルである。
１０１ 約 1.6キロメートルである。
１０２ 原文は ‘Gazen’ である。月輪大師、悛 （がちりんだいし、しゅんじょう）と考
えられる。
１０３ 原文は ‘The grave of this Emperor’ である。
１０４ TG には平等院についての言及がないが、KG には、1行記述がある。
１０５ 奈良は京都記述部分の 1つとして挙げられた。
















小嶋正亮（2019）「英文京都案内『CELEBRATED PLACES IN KIYOTO & THE SUR-
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新修京都叢書刊行会（編著）（1968）「都花月名所完」『新修京都叢書第 5巻』臨川書
表 1 奈良と鎌倉の大仏における大きさの比較表
大仏 奈良 鎌倉
身長 53フィート 6インチ
（約 16.31メートル）
50フィート 0インチ
（約 15.2メートル）
顔の長さ 16フィート 0インチ
（約 4.88メートル）
8フィート 6インチ
（約 2.6メートル）
耳の長さ 8フィート 6インチ
（約 2.6メートル）
6フィート 6インチ
（約 1.98メートル）
鼻穴の横幅 3フィート 0インチ
（約 91.4センチメートル）
2フィート 3インチ
（約 68.6センチメートル）
口の横幅 3フィート 8インチ
（約 1.12メートル）
3フィート 3インチ
（約 99.1センチメートル）
（出所：TG 57ページの記述から筆者作成）
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